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SRO-TN-005
テキスト ボックス
利用目標、選定に必要な利用者の情報をこちら（基本情報）に転記する

SRO-TN-005
テキスト ボックス
現在利用している福祉用具

SRO-TN-005
テキスト ボックス
家族に限らず主に福祉用具を使う可能性のある人（ヘルパーも含む）

SRO-TN-005
吹き出し
該当するものへチェックを入れる。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
居宅サービス計画書（ケアプラン）を転記する。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
ご本人の意向を記載する

SRO-TN-005
テキスト ボックス
必要に応じて記載する。居間と廊下の段差や外出の際のアプローチなど

SRO-TN-005
テキスト ボックス
居宅サービス計画書（ケアプラン）を転記する。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
居宅サービス計画書（ケアプラン）の目標に則って福祉用具としての利用目標を転記する。期間は適宜必要に応じる。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
福祉用具の利用に関して、目的、理由、留意点などを記載する。ご利用者、ご家族へお渡しします。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
利用目標を達成するために具体的な機種を選定する。その選定理由をご利用者、ご家族にわかやすく且つ簡単明瞭に記載する。

SRO-TN-005
テキスト ボックス
ご利用者、ご家族がわかるように、略語を使わずに記載する。
≪記入例≫
・操作方法はご家族だけでなく、普段使われるヘルパーさんにもご理解頂けるようにする。
・ベッド柵はご本人が退院した時点で改めて検討する。など


